
私たちは、歌や文章を書くことを、綴る（つづる）ともいう。

「綴」という字には、糸で布などをつなぎ合わせるという意

味があるから、文字と文字をつなぐということなのだろう。

調べてみると、つくりの「叕」は糸を模した象形で、それだ
けでもう、つなぐという意を成しているらしい。糸で、と敢

えて糸へんをつけるくらいの意志で、私たちは文字をつない

でいる。

今回のテーマは「文字」。文字について綴った歌を折本とい

うちいさな本にしました。綴じ糸は「綴」の文字です。（J）
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哀
し
み
の
間

Jun

栢瑚五行歌部は、白夜、南野薔子、水源カエデ、水源純の四人で活動している文芸サークルです
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水
源
純

水源純 五行歌集
『まだ知らない青』
新書判 880 円

白夜 五行歌集
『序章』
A5判 1,694 円

水源カエデ 五行歌集
『承認欲求』
新書判 880 円

南野薔子 五行歌集
『硝子離宮』
新書判 770 円

栢瑚の五行歌集
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